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対象とする問題の概要 

紀元前数千年紀から、アワやヒエなどの穀物やドングリやシイノミなどの堅果類を保存するために、

世界各地で「貯蔵穴」が作られた。「貯蔵穴」とは、地下を袋状もしくはフラスコ状に掘削して作った

地下貯蔵庫である。人々は、その中に食物を入れて密封して貯蔵していた。貯蔵穴の痕跡は世界各地の

遺跡から出土している。しかし、「貯蔵穴」は地下貯蔵には適さないコメやコムギが広まるにつれて姿

を消していった。ところが、調査地であるエチオピア南部デラシェ特別自治区では、現在でも「ポロタ

（polota）」と呼ばれる「貯蔵穴」を利用してモロコシを貯蔵している。また、先行研究から、エチオピ

ア東部ハラールでも「ボッラ（Bora）」とよばれるモロコシの貯蔵用地下貯蔵庫が利用されていること

が明らかになっている（Lemmesa. 2008.）。 

 

研究目的 

ポロタはデラシェ地域で特異的に利用されるモロコシの貯蔵庫であり、全ての世帯が 2～3 個のポロ

タを所有している。ポロタでは、モロコシを防虫剤なしでも数年から最大 20 年間貯蔵することができ

る。デラシェでは、2～7 月と 8～11 月の年に 2 回ある雨期で約 800mm の降雨量があり、自給用のモ

ロコシと換金用のトウモロコシを二毛作している。しかし、モロコシの作付期での降雨量は平均 300mm

と少なく、降雨量の年格差が大きいので、収量は安定しない。そこで、彼らは豊作年に収穫したモロコ

シをポロタに保存し、不作年の足りない食糧を補ってきた。ポロタは、人々が安定して食糧を得るため

に欠かすことが出来ない。そして、ポロタは、地域内で昔から使われているうちに食糧貯蔵庫という役

割に加え、様々な社会的意義を持つようになった。本研究では、「ポロタ」と「ボッラ」を比較するこ

とで、地域内における地下貯蔵庫の社会的意義を明らかにすることを目的とする。 

 

フィールドワークから得られた知見について 

地下貯蔵庫ポロタとボッラは、いずれもモロコシ用の貯蔵庫である。人々は、穀物を地下に貯蔵する

ことで、虫害やネズミの害、焼失、盗難から回避している。しかし、ボッラでは防虫剤を使っても 1 年

間しか貯蔵できない。農夫は、「ボッラは地上貯蔵庫よりも穀物の痛みが激しい。」と貯蔵効率の悪さを

語った。一方で、NGO 職員は、「貯蔵効率の良い地上貯蔵庫を普及させるために貯蔵庫の材料を渡して
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かし、地下貯蔵庫で穀物を貯蔵するということは、ポロタでは富の公開であるのに対して、ボッラでは

富の隠蔽と、全く異なった意味を持っていた。今回の調査で、地下貯蔵庫の継続的な利用には社会的背

景が深く関わっていることが明らかになった。今後は、デラシェで富の公開が良いとされる社会が形成

された要因について調査する必要がある。 
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